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図3 図形化して説明する様子
数値だけで判断していた子どもにとっては，外れ値
に違和感をもっているほとんどいなかった。そこで，
子どもの発言をもとに外れ値に目を向け考えt¼ 他の
タイムとの違いを具体的な距離でイメージする時間を
とったことで，こどもたちは，この 1回に異質なこと
があったと捉える子どもが出てき始めた。最終的には，
外れ値を抜いて考えるという意見も出たが，ここで時
間切れとなり，両者の意見を整理したり，もう一度自
分の考えを再構成し直したりする時間をもてなかった。
4 授業の考察
4. 1. 抽象から具体へ
本来，抽象化したデータを読み取り，自分の考えを
もてることが統計の学習では大切になってくる。しか
し，実際の場面をイメージせずにただ，数値だけ考え
ては，物事を多面的に見る力は養えない。それでは，
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統計的な処理能力は身に付いても，実際の思考の場面
で使える力とはならないと考える。
そこで，本時の授業でも，外れ値に対する反応の薄
かった子どもに，具体的な場面を実際にイメージする
時間をもった。平均値より 1秒遅い記録が実際の距離
で表すと 5~6mの差になることを知ることで授業が
動いた。
I 
(1秒の遅れが実際の距離ではどのくらいなの
かをイメージした後）
教師： 9. 07秒はどんなことが想像できる？
こども： こけた。
バトンミス。
コンディションが悪い。
さとし： 本番，コンディション悪かったらど
うするんよ。
まこと： お互いの6回目の記録を抜いたら，
9. 07秒のある大輔の方が勝つ。
ちひろ ： まことと考えが似ているけど，お互
いの最低値を抜いたら，やっばり大
輔の方が勝つ。
さとし： でもさ，やっぱりぬくのおかしくない
（時間がきてしまい終了する。）
数だけでは，違和感がなかった子どもが実際の距離
をイメージしたことで，外れ値であると判断しようと
し始めた。また，フィギアスケートの採点と同じよう
に最低値に目を向け，両方平等に数字を削るといった
考え方も生まれに次時では，大輔の方が速いから選
ぶと判断する子が増えたが，祐太の7秒台に目を向け，
最高値である7秒台を大輔は一度も出していないから
やはり，祐太の方を選手として選びたいと考えている
子もいた。
思ってもいない見方・考え方に出合ったことで， 自
分の考えの正当比がゆらぎ， 自然とペアで自分の考え
を確かめる姿も見られteo
5 成果と課題
学習をし始めた頃の子どもは，見方 ・考え方がいく
つもあっていい学習に戸惑いともっている子どもが多
数いた。しかし，学習む佳めていくうちに自分なり
にこだわりの見方 ・考え方をもつようになり，最頻値
がとても考えやすいといって最頻値から判断する子ど
もや全ての数値を使っているの平均値だから平均値か
ら考えるという子どもが出てきt4>代表値それぞれに
長所や短所があるが，状況に応じて使い分けるまでは，
いかなかったものの，思考のとっかかりとして安心し
て取り組むことができていた。しかし，本単元では，
自分の考えの正当性に目を向けることのできなかった
子どもがいたことは，やはり大きな反省点に題材や
単元構成など，見直さなければいけないことが多くあ
ったと言わざる得ない。
図4 同じ判断をしたメンバー で考えの交流
多面的な見方や考え方を育むための一つの手段とし
て，結論を出すまでに具体的な場面を想像できる工夫
が必要であると感じた。数値の奥に広がる世界も，決
定条件の一つと考える人や決定に影響を与える場合が
あること知ることで，新たな考える幅が広がる。
抽象的な処理だけで解決するまでに，小学校段階で，
いろいろな見方・考え方に触れることで，多面的な見
方 ・考え方が育つであろう。
今回新学習指導要領からデータの活用の領域が新
しく設けられた。新学習指導要領で目指すべきところ
まで，十分迫ることができなかった。総合的な学習の
時間を使い，算数自由研究に取り組んだが，統計的な
テーマを選んだこどもたちは，何を分析すれば，何が
見えるということに難しさを感じ，深まりをもたせる
ことができなかった。教師もどう支援すればよいか迷
ってばかりでとなってしまった）
もう一度，単元をどう構成すれば，統計的な見方・
考えを養えるかしっかり考えないといけないと改めて
感じた。
ただ，こどもたちの様々な反応を肌で感じることが
できたことは，大きな成果である。今後も継続して研
究していきたい。
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